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VBA エキスパート公式テキスト「Excel VBA スタンダード」は、Windows XP／Excel 2007 の環境

で制作され、下記の環境で動作を確認しています。学習に必要な箇所については他のバージョン

についても解説し、Windows Vista および Excel 2002、Excel 2000 の環境でも同様の結果が得

られるように構成されています。 

 

 Windows XP／Excel 2007   

 Windows XP／Excel 2003   

 

本資料は、下記の環境において VBA エキスパート公式テキスト「Excel VBA スタンダード」で学

習する際に、操作やコードおよび解説が異なる箇所について記載しています。 

 

 Windows 7／Excel 2010   

 

 

はじめに 

 

Excel 2010 では、Excel 2007 の［Office ボタン］が廃止され、代わりに［ファイル］タブが新

設されました。またリボンに配置されている、一部ボタンの名称が変更されています。これらの

変更に関しては、該当部分を太字で修正し記載しています。 

さらに Windows 7 では、マクロから C ドライブのルートフォルダにファイルを新規作成したり、

リネームしてコピーを行う操作などが制限されるようになりました。このため本資料では、該当

する処理を、C ドライブ直下にサブフォルダを作成して学習するように、解説を変更し記載して

います。 

 

※標準アカウントのユーザーが学習する際の注意 

標準アカウントのユーザーが学習する際には、あらかじめ管理者アカウントのユーザーによって、

C ドライブ直下に「temp」というサブフォルダを作成、そのフォルダのアクセス許可の設定を、

標準アカウントのユーザーがフルコントロールできる設定に変更する必要があります。 
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Excel 2010 の環境設定 

Excel 2010 を使用している場合は、次のように設定します。 

■［開発］タブの表示 

マクロや VBA を利用するための［開発］タブを表示します。 

①［ファイル］タブをクリック 

②［オプション］ボタンをクリック 

③［リボンのユーザー設定］の［メインタブ］リストの中から、［開発］にチェックを入れる 

④［OK］ボタンをクリック 

 

 

 

 

 

 

 



 

VBA エキスパート公式テキスト「Excel VBA スタンダード」 Excel 2010 対応資料 

 

3 

 

■マクロのセキュリティの設定 

作成したマクロを利用するために、マクロのセキュリティを設定します。 

 

①［開発］タブをクリック 

②［コード］グループの［マクロのセキュリティ］ボタンをクリック 

③［マクロの設定］の［警告を表示してすべてのマクロを無効にする］を選択 

④［OK］ボタンをクリック 

 

 

 

マクロのセキュリティを［警告を表示してすべてのマクロを無効にする］に設定すると、マクロ

を含むブックを開くときに次のようにセキュリティの警告メッセージが表示されます。 
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［コンテンツの有効化］ボタンをクリックすると、マクロを使用することができます。この設定は、ブックを

閉じた後も有効です。Excel 2010 では、一度［コンテンツの有効化］ボタンをクリックしたら、

そのブックでは、セキュリティの警告が表示されなくなります。 

 

※ ネットワーク上にあるファイルを開いたとき、「［セキュリティの警告］このファイルを信頼

済みドキュメントにしますか？」のダイアログが表示されるときがあります。この場合、［は

い］ボタンをクリックしてください。 

 

※ インターネットからダウンロードしたファイルを開いたとき、［保護されたビュー］のメッセ

ージが表示されるときがあります。この場合、［編集を有効にする］ボタンをクリックしてく

ださい。 
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1 章 VBA の基礎 

 

P8 本文 4 行目  

ActiveWorkbook.SaveAs "C:\temp\Sample1.xlsx" 

 

※ Windows 7／Excel 2010 の環境で、上記コードを実行する際には、C ドライブ直下に「temp」

というサブフォルダを追加してから、実行してください。 

 

9 章 UserForm 

 

P152 本文 2 行目  

②［CommandButton1］ボタンをダブルクリックして、次のマクロを作成します。 

 

Private Sub CommandButton1_Click() 

    Image1.Picture = LoadPicture("C:\temp\wine.bmp") 

End Sub 

 

※ Windows 7／Excel 2010 の環境で、上記コードを実行する際には、C ドライブ直下に「temp」

というサブフォルダを追加し、その中に「wine.bmp」を用意してから、実行してください。 

 

10 章 メニューの操作 

 

P161 本文 4 行目  

Excel 2007 以降ではメニューバーとツールバーがなくなりましたが、Excel 2003 までと同じよう

に操作できるコンテキストメニュー(右クリックメニュー)は変わらず残されています。 

 

P163 本文 2 行目 

実行すると、コンテキストメニューに登録されているコマンドの数が表示されます。

 

 

※Excel 2010 では、コンテキストメニューに登録されているコマンドの数は 26です。 

 

P169 注意コラム 3 行目 

Excel 2007 以降では、ユーザーが末尾に追加したコマンドのうち、最も上に表示されるコマンド

には、自動的に区切り線が表示されます。 
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11 章 Windows の機能を利用する 

 

P197 本文 12 行目  

次のコードを標準モジュールに記述して「Sample6」を実行すると、「C:\temp\Sample.txt」がゴ

ミ箱に移動します。「C:\temp\Sample.txt」が存在する環境で実行してください。なお、コードの

詳しい解説は割愛します。 

 

P198 サンプルコード 

 

'ごみ箱に送るための API 

Declare Function SHFileOperation Lib "shell32.dll" _ 

                            (lpFileOp As SHFILEOPSTRUCT) As Long 

 

'SHFileOperation 関数に渡すユーザー定義型 

Type SHFILEOPSTRUCT 

    hwnd As Long 

    wFunc As Long 

    pFrom As String 

    pTo As String 

    fFlags As Integer 

    fAnyOperationsAborted As Long 

    hNameMappings As Long 

    lpszProgressTitle As String 

End Type 

 

Sub Sample6() 

    Dim SH As SHFILEOPSTRUCT, re As Long 

    With SH 

        .hwnd = Application.hwnd 

        .wFunc = &H3 

        .pFrom = "C:\temp\Sample.txt" 

        .fFlags = &H40 

    End With 

    re = SHFileOperation(SH) 

End Sub 

 

※ Windows 7／Excel 2010 の環境で、上記コードを実行する際には、Cドライブ直下に「temp」

というサブフォルダを追加し、その中に「Sample.txt」を用意してから、実行してください。 
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12 章 レジストリの操作 

 

P200 本文 6 行目  

レジストリエディタの起動 

 

レジストリエディタを起動するには次のようにします。 

 

① ［スタート］ボタンをクリックして［すべてのプログラム］より［アクセサリ］を選択、［フ

ァイル名を指定して実行］を実行します。 
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13 章 ファイルの操作 

 

※ Windows 7／Excel 2010 の環境で、13章の下記コードを実行する際には、Cドライブ直下に

「temp」というサブフォルダを追加し、その中にファイルを用意してから、実行してくださ

い。 

 

P218 本文 11 行目  

次のコードは、「C:\temp\Sample.txt」を開いて閉じます。 

 

Sub Sample1() 

    Open "C:\temp\Sample.txt" For Input As #1 

    Close #1 

End Sub 

 

上記のマクロは、ただ開いて閉じるだけなので、実行しても何も起きません。ただし、

「C:\temp\Sample.txt」が存在しないとエラーになります。 

 

P219 本文 1 行目  

 

マクロを実行するときは、事前に「C:\temp\Sample.txt」を用意してください。 

 

P220 本文 4 行目 

テキストファイルを開き、ファイル内のデータを 1行ずつ最後まで読み込むには次のようにしま

す。 

 

Sub Sample2() 

    Dim buf As String 

    Open "C:\temp\Sample.txt" For Input As #1 

        Do Until EOF(1) 

            Line Input #1, buf 

            MsgBox buf 

        Loop 

    Close #1 

End Sub 

 

① テキストファイルを開きます 

 

Open "C:\temp\Sample.txt" For Input As #1 
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VBA でテキストファイルを操作するには、まずテキストファイルを開かなければなりません。こ

れは Excel 上に読み込むのではなく、Windows に対して「ファイルを読み書きする承認」を得る

ような行為です。ここでは、「C:\temp\Sample.txt」をファイル番号「1」として開きました。操

作モードは Input です。Input は、ファイルからデータを取り出すだけで、書き込むことはでき

ないモードです。 

 

P222 本文 2 行目 

【Output モード(上書き)】 

Sub Sample3() 

    Open "C:\temp\Sample2.txt" For Output As #1 

        Print #1, "Hello" 

    Close #1 

End Sub 

 

【Append モード(追記)】 

Sub Sample4() 

    Open "C:\temp\Sample2.txt" For Append As #1 

        Print #1, "Hello" 

    Close #1 

End Sub 

 

P223 本文 1 行目 

ファイルをすべて読み込む 

 

テキストファイルのデータをすべて取得するには、ファイルの終端までを 1行ずつ読み込みます。

次のマクロは、「C:\temp\Sample.txt」のデータをすべて変数「tmp」に格納します。 

 

Sub Sample5() 

    Dim buf As String, tmp As String 

    Open "C:\temp\Sample.txt" For Input As #1 

        Do Until EOF(1) 

            Line Input #1, buf 

            tmp = tmp & buf & vbCrLf 

        Loop 

    Close #1 

    MsgBox tmp 

End Sub 
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P224 本文 11 行目 

次のコードは、「C:\temp\Sample.txt」のデータを一括で取得します。 

 

Sub Sample6() 

    Dim tmp As String 

    tmp = Space(FileLen("C:\temp\Sample.txt")) 

    Open "C:\temp\Sample.txt" For Binary As #1 

        Get #1, , tmp 

    Close #1 

    MsgBox tmp 

End Sub 

 

P229 本文 7 行目 

次のコードは、「C:\temp\Book1.xlsx」が存在するかどうかを判定します。 

 

Sub Sample12() 

    If Dir("C:\temp\Book1.xlsx") = "" Then 

        MsgBox "存在しません" 

    Else 

        MsgBox "存在します" 

    End If 

End Sub 

 


